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市
内
の
高
等
学
校
、
専
門
学
校
、

短
期
大
学
、
大
学
の
卒
業
生
の
中
か

ら
、
在
学
中
に
学
業
、
文
化
・
ス
ポ

ー
ツ
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
の

社
会
活
動
、
国
際
交
流
な
ど
に
積
極

的
に
取
り
組
み
、
そ
の
活
動
が
優
秀

と
認
め
ら
れ
た
生
徒
・
学
生
に
贈
ら

れ
る
「
方
谷
賞
」
の
本
年
度
の
受
賞

者
が
決
定
し
ま
し
た
。

　

こ
の
賞
は
、
幕
末
の
備
中
松
山
藩

の
藩
政
改
革
を
成
し
遂
げ
、
藩
校
有

終
館
や
私
塾
で
子
弟
の
教
育
に
あ

た
っ
た
郷
土
の
偉
人
、
山
田
方
谷
を

顕
彰
す
る
と
と
も
に
、
こ
の
地
で
学

ん
だ
学
生
の
皆
さ
ん
が
今
後
も
社

会
に
お
い
て
有
能
な
人
材
と
し
て

活
躍
さ
れ
る
こ
と
を
願
い
創
設
さ

れ
た
も
の
で
、
毎
年
、
学
校
長
・
学

長
の
推
薦
を
受
け
て
、
各
校
か
ら
一

人
（
吉
備
国
際
大
学
は
別
に
留
学
生

一
人
）
を
表
彰
し
て
い
ま
す
。

　

本
年
度
の
受
賞
者
の
皆
さ
ん
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。
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市
立
宇
治
高
等
学
校

　
 
村  
上  
友 
則
   

さ
ん
（
新
見
市
）

む
ら 

か
み 

と
も 

の
り

市
立
松
山
高
等
学
校

　
 
植  
田  
浩 
徳
   

さ
ん
（
宇
治
町
遠
原
）

う
え 

だ 

ひ
ろ 

の
り

県
立
高
梁
高
等
学
校

　
 
小  
林  
歩 
美
   

さ
ん
（
真
庭
市
）

こ 

ば
や
し 
あ
ゆ 

み

県
立
高
梁
工
業
高
等
学
校

　
 
行  
藤  
由 
真
   

さ
ん（
高
倉
町
大
瀬
八
長
）

ゆ
き 

と
う 

ゆ 

ま

県
立
成
羽
高
等
学
校

　
 
内  
田  
明 
成
   

さ
ん
（
備
中
町
平
川
）

う
ち 

だ 

あ
き 

な
り

県
立
川
上
農
業
高
等
学
校

　
 
杉  
田  
紀 
子
   

さ
ん
（
成
羽
町
成
羽
）

す
ぎ 

た 

の
り 

こ

高
梁
日
新
高
等
学
校

　
 
林 　
 
千 
順
   

さ
ん
（
倉
敷
市
）

は
や
し 

か
ず 

の
ぶ

順
正
高
等
看
護
専
門
学
校

　
 
仲  
田  
真 
子
   

さ
ん
（
津
川
町
八
川
）

な
か 

だ 

ま 

こ

順
正
短
期
大
学

　
 
大  
津  
朋 
子
   

さ
ん
（
岡
山
市
）

お
お 

つ 

と
も 

こ

吉
備
国
際
大
学

　
 
鶴  
留  
和 
樹
   

さ
ん
（
落
合
町
阿
部
）

つ
る 

ど
め 

か
ず 

き

吉
備
国
際
大
学
〔
留
学
生
〕

　
 
洪 　
 
瑛 
慧
   

さ
ん
（
韓
国
出
身
）

ほ
ん 

よ
ん 

へ

■
問
い
合
わ
せ　

企
画
課
企
画
係

（
�
�
０
２
０
９
）

学
業
・
諸
活
動
の
模
範
生
を
た
た
え
る

平
成　

年
度

17

�
�
�
�
�決
ま
る

　市では、将来社会に貢献し得る、人材を育
成することを目的として、高等学校、大学等
に在学する学生で、経済的理由により就学困
難な人に対し、奨学金の貸付を行います。

������

　　①高梁市に本籍を有し、または引き続き
５年以上住所を有する高等学校および
大学等に在学する学生

　　②品行方正にして学業成績優秀な人
　　③身体、精神ともに健全にして成業の見

込みのある人
　　④他の奨学金制度から貸付金を受けてい

ない人

������

　　　奨学金借入申請書に「出身学校長また
は在学校長の推薦書」「入学許可証の写し
または在学証明書」「家族の前年中の所得
証明書」を添えて、高梁市教育委員会へ
申し込むこと。

　　※奨学金借入申請書は、教育委員会およ
び教育委員会各分室で配布します。

������　

　　４月３日�～４月２８日�

������　

　　高等学校生徒　２人以内
　　大学等学生　　３人以内

������　　

　　高等学校生徒 ････････････････ １８,０００円
　　大学等学生 ･･････････････････ ４４,０００円

��������　　

　　　奨学金は、その学校を卒業後満１カ年
を経過した翌月から、貸与を受けた月数
の３倍に相当する期間中に、その金額を
月賦、半年賦または年賦で返還していた
だきます。

　　【例】３年間貸与を受けた場合…
　　　　 １年間据え置き９年間で返還

　　　なお、奨学金を辞退した場合、退学等
の場合は、卒業を待たずに返還していた
だきます。

■問い合わせ　
　教育総務課総務係（��９０８０）
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受付期間・申込先試験会場試験日時試験の内容受験資格
採　　用
予定人員

採用区分

3月15日�～4月7日�までの8
時30分～17時15分までの間
（土曜日・日曜日・祝日を除く）、
高梁市教育委員会教育総務課
で受付。
申込用紙は同課および教育委
員会各分室で交付します。
■問い合わせ　
　教育総務課総務係
　（������）

高梁市教育委
員会事務局会
議室
（成羽町下原967）

4月15日�
9時30分～

作文
と
面接

平 成��年�月�日
現在において��
歳以上で、普通自
動車の運転免許
を有し、運転が可
能で健康な人

�人

高梁市民体育
館管理員兼勤
労青少年ホー
ム指導員

�人
高梁総合文化
会館事務員

3月15日�～4月7日�までの8
時30分～17時15分までの間
（土曜日・日曜日・祝日を除く）、
高梁地域事務組合クリーンセ
ンターで受付。
申込用紙は同センターで交付
します。
■問い合わせ　
　高梁地域事務組合クリーン
　センター（������）

高梁地域事務
組合クリーンセ
ンター会議室
（段町���）

4月1�日�
9時30分～

平成��年�月�日
現在において��
歳以下で、健康で
パソコンの日本
語ワープロソフ
トワード、計算ソ
フトエクセルが
使用できる人

�人

高梁地域事務
組合クリーン
センター・リサ
イクルプラザ
事務員　
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住宅火災から
大切な命を
守るために

　住宅火災による死者の発生を低減すること

を目的とした、消防法の改正により、すべての

住宅に「住宅用火災警報器」の設置が義務付け

られることになりました。

◆いつから付けるの？
　新築住宅は…平成１８年６月１日から
　既存住宅は…平成２３年６月１日から

◆どこにつけるの？
　寝室に使用する部屋の天井または壁面に設
置します。

※注意　設置義務化の制度を悪用する不正な訪問
　　　　販売にご注意ください。

　消防本部では、住宅用火災警報器の性能、値
段、メーカーによる違いなど説明会を行ってお
ります。地区の集会に出向いて行きますので、
お気軽にご連絡ください。

■問い合わせ　消防本部警防課予防係（��０１２４）
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